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(３)進路指導

評　　価　　・　　提　　言　　等

（２）生徒指導
・全国どこに出しても、恥ずかしくない生徒が育っ
　ている。挨拶、身だしなみ、行動の乱れがない。
・コロナ禍でマスク着用の義務付けもあり、大きな
　声での挨拶ができず、元気がなく見えるのは仕方
　がないかもしれないが、欠席者が多いのではない
　か。
・自転車事故が発生している。事故防止に向けて交
　通安全指導を充実させてほしい。
・SNS上のトラブルや生徒指導上の問題についての取
　組等、中学校と共有を図りたい。

・全体的に落ち着いて学校生活が送れている
と感じる、身だしなみや挨拶についても概
ね、良い評価をいただいているが、身だしな
み規則については、時代の変化をとらえなが
ら適切なものになるように心がけたい。
・欠席の多い生徒については、些細な兆候も
見逃さずに関係職員で、相談や連絡を密にと
り登校を促すように努めている。
・事故やトラブルの防止については、警察や
関係機関と連絡を密にしながら、事故防止、
問題行動防止に努めたい。

評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等

提言等に対する改善方策等
今年度の最終評価について
（１）学習指導

・きめ細やかな学習指導のもと、成果も上がってお
　り、継続してほしい。
・「家庭学習３時間以上」の目標に対して、１年生
　の時間数が不十分であり、指導を願う。
・１・２年生の「皆勤率」が向上するよう、指導を
　願う。低下の原因分析や長期休業明けに登校しづ
　らくならないような配慮も必要ではないか。全体
　で70％以上を目標にしてほしい。
・多様な進路実現に対応できる幅広い学習指導体系
　が必要ではないか（医学系、工学系への対応含
　む）。
・アンケート結果からみると、教育課程や学習内容
　等について、保護者等への説明の工夫が必要なの
　ではないか。

・１年生は３時間以上学習時間を確保した生
徒の割合が48.3％で学習時間が不足している
ことが問題である。家庭学習時間を確保した
生活習慣の確立や学習方法の改善などを教科
担当者やホームルーム担任と協力しながら継
続的に指導していきたい。
・１、２年生の皆勤率が低い傾向がある。日
頃から生徒の動向に注意し、個々に合った指
導方法を工夫したい。特に、長期休業明けの
生徒の様子には細心の注意を払い、全教職員
で連携を密にしたい。
・類型選択や科目選択により生徒の多様な進
路選択に対応できるようにしているが、さら
なる工夫と改善に努めたい。また、家庭との
連携の重要性を再認識し、改善を図りたい。

・進学先も多様で将来が楽しみである。一人一人の
　意向や適性に配慮できており、速やかに進路決定
　ができている生徒が多くてよい。進路先が未定の
　生徒には、最後まで丁寧な指導をお願いしたい。
・国公立の合格者も出ている。今後も増加すればう
　れしい。
・地元志向の大学進学を目指している生徒の進路実
　現に向けての環境の充実もお願いしたい。
・あやぐも塾との連携はどうなっているのか、今後
　も連携を進めてほしい。

・今後も進路情報の発信や進路資料閲覧室を整理し
て、生徒の進路意識の啓発に努めたい。
・多様な受験制度を利用して、生徒の強みを生かし
た進路指導を推進する。
・地元志向の生徒が多いため、総合型・学校推薦型
入試の積極的な活用を推進したい。
・あやぐも塾については、今年度進路課で３年Ⅰ類
型の生徒と個人面談を行って入塾を勧めた。特に、
地域課題の解決に向けた探究活動については、さら
に連携を深めたい。



・生徒たちの校外での生活態度や活動状況ともに大
　変すばらしい学校であるのに、志願状況に十分に
　つながっていないのがさびしい。
・志願者が増加するよう、学校のPR活動（魅力化）
　を粘り強く継続してほしい（畜産科のアピール、
　県外生徒へのアピールの充実も必要）。
・公営塾は順調な滑り出しができているようだ。
　研究活動支援、「のむら復興まちづくり」や大学
　入試対策等、地域と連携した活動ができており、
　今後も継続・充実させてほしい。
・畜産科で進めている６次産業化の取組（授業と連
　動した社会経済活動）等、その特性を生かした事
　業を実施したり、県畜産研究センターとの連携を
　図るメニューを検討するなどにより、魅力化向上
　につなげてほしい。

・地域みらい留学等を含めた効果的な学校Ｐ
Ｒができるように、内容を改善していきた
い。特に畜産科の活動や軌道に乗ってきた公
営塾の活動等、本校の強みの部分を前面に出
していくことがよいと思われる。
・公営塾は、コロナ禍であるにもかかわら
ず、初年度にしては様々な活動を行い、順調
な滑り出しを見せている。来年度も地域と連
携した活動が充実するよう協力していきた
い。
・寮のトイレ改修工事や女子下宿生の寮での
夕食の整備など、かなり環境も良くなってき
ている。全国募集をするにあたり、今後も施
設等充実するように努めていかなければなら
ない。

（８）その他

・「緑ｹ丘通信」はイベント的な場面を減じて、学校
における新たな取組等を掲載すれば、保護者の理解
につながるのではないか。
・教職員の負担軽減も大切である。

・「緑ｹ丘通信」その他、様々な情報発信の機
会を捉えて、学校の新たな取組も発信してい
きたい。
・教職員の「働き方改革」が、生徒の指導・
支援の改善・充実につながるような、業務精
選・改善をすすめていく。

（７）学校魅力推進（全国募集、寮・下宿等）

（４）特別活動（生徒会活動、学校行事等）

・行政の広報や新聞紙面でもその活躍がよく取り上
　げられおり誇らしい。学業以外の活動も充実させ
　ていてすばらしい。
・コロナ禍で行事等が難しいと思うが、工夫をして
　活動を継続してほしい。
・個々の生徒が活躍でき、満足度が上がるような活
　動を今後も継続してほしい。
・部活動については、生徒数が減少し運営が大変だ
　と思うが、好成績を収めている部も複数あり、今
　後もがんばらせてほしい。
・今後も地域と連携した活動をお願いしたい。野村
　復興まちづくり計画関連も継続してほしい。地域
　を愛する人材を育成してほしい。
・生徒会活動について、次年度、野村中学校と共同
　学習（活動）をさせてほしい。

・生徒数が少ないことを利点とし一人一人に
時間をかけ丁寧に指導することができ、個々
の能力に応じて伸び伸びとした活動ができて
いると感じる。
・地域との連携についても、様々な場面で生
徒から自主的に参加を申し出る活動も多く、
生徒会等を通じて活動を更に後押ししていき
たい。
・行事については感染防止の観点から、縮小
を止むを得ない場合が多かったが、できるだ
け工夫を凝らし、学校生活が充実するように
生徒主体の活動を取り入れたい。

（５）読書指導・情報教育

・学校全体で読書時間を設定しているのもよい。イ
　ンターネットで手軽に情報が得られる世の中だ
　が、読書は有効であると考えるので、推奨してほ
　しい。
・HPで生徒の活動等がよく分かる。今後も充実させ
　てほしい。
・ICTを活用した情報教育が本格的に始まっており、
　生徒自身の学習環境及び指導者の研修環境の充実
　をさせ、情報教育の一層の推進をしてほしい。

・今後もSHRで文章を読む時間を設けるなど、
読書環境の充実に努め、学校全体で読書活動
を推進していきたい。
・HPについても、引き続きタイムリーな発信
が続けられるように努めていきたい。
・ICT活用については、始まったばかりで、ま
だまだ課題はある。効果的な活用について、
継続して研究していきたい。

（６）人権･同和教育

・生徒・教職員の皆さんの人権意識が高く安心して
　いる。
・県立学校人権・同和教育訪問に参加し、日常の取
　組等がよく分かった。助言等を参考にしながら、
　さらに学習に取り組んでほしい。
・人権作文の中で感慨深いものがあった。自分の意
　志を貫き通すことができる生徒の指導を今後も継
　続してほしい。
・携帯電話でのいじめ等への対策にも注意が必要で
　はないか。
・小・中・高の連携が大切だと感じる。

・生徒・教職員ともに、他人への思いやりの意識は
定着している。毎月の人権デーのほか、教職員を対
象にした研修会、生徒を対象にした人権標語・作文
の取組を続けていくとともに、リーダーとなる生徒
の育成のために、人権委員会の活性化にも努めた
い。
・インターネット上の書き込み等への対策は、定期
的・継続的に生徒への啓発を行う必要がある。
・小・中の公開授業への参観を教職員に促すととも
に、児童・生徒が交流できる場づくりを模索した
い。


